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地域づくりとやどかりの里の価値
2019 年度やどかりの里総括会議開催

　2019 年度の総括会議が２月 22 日に開催さ
れた．参加者は約 60 人．１部「やどかりの
里の１年を振り返る」，２部「やどかりの里
の 50 年」，そして３部「公開座談会これから
を展望する」（メンバー，家族，職員６人の
話し合い）であった .
　今年設立 50 年を迎えたやどかりの里の原
点と活動に関わってきた人たちの思いに触
れ，それらを引き継ぐ私たち１人１人が何が
できるかを考える時間となった．
　 第 ２ 部「 や ど か り の 里 の 50 年 」 で は，
1970 年にその産声をあげたやどかりの里が，
人としての尊厳を大切に歩み出したこと，病
状や障害に着目するのではなく，1 人 1 人の
ありのままを受け入れることを大事にしてき
たことが語られた . そして，やどかりの里は
仲間同士の支え合いを促進するグループ活動
を大切にし，その場は職員の成長の場でも
あった . 支援する人，される人として出会う
のではなく，互いに学び合う共育ちの理念も
やどかりの里の活動の原点であった .　また，
公開座談会で，仲間づくりは家族会活動にも
通底していることが語られた . やどかりの里
で出会った家族たちも，互いの支え合いがあ
り，経験を共有する中で家族自身も回復して
きているのである . 
　総括会議では，50 年の大きな節目にあたり，
これからのやどかりの里を展望することも語
られた . 本紙前号でも報告した「未来を拓く
　つなぐ・つくるプロジェクト」が始動してい
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を意識した共同創造のソーシャルファームづ
くり」をテーマに，地域で孤立しがちな人たち
にとっての新たな居場所，働く場，よろず相談
できるソーシャルファームづくりが構想され
ている．やどかりの里の活動を地域の一部とし
て捉え，地域に資する活動をつながりを大切に
して実現しようと考えている．プロジェクトは
始まったばかりだが，他領域の人たちとの協議
も行われている .
　私たちの生きる社会は，格差が広がり，孤
立して生きる人も多く，支援が必要でも声が
あげられない人たちがいる . 谷間に置かれた
人たちにやどかりの里の経験，精神障害のあ
る人たちやその家族の経験を生かすことはで
きないだろうかと考えている .
　やどかりの里は設立当初から，メンバーの
願いやニーズに向き合い，制度がなくても必
要な資源を創り出してきた．やどかりの里の
理念と地域づくりが結びついたこのプロジェ
クトは，これからのやどかりの里の進む方向
を示すものといえる．
　ありのままの自分でできることをやってい
きたいと公開座談会で語られた．誰か 1 人が
頑張るのではなく，１人１人が主体的に行動
し，力を発揮することで，やどかりの里の価
値の普遍化を図っていかれたらと考えている .


